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歴
史
資
料
館
古
文
書
講
座
（
第
３
講
座
）
第
三
回
レ
ジ
ュ
メ 

 
 

担
当
：
坂
口 

 
一 
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て 

ア 
資
料
②
の
２
「
書
付
」（
元
文
三
年
・
一
七
三
八
）
に
つ
い
て 

○
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、
北
隣
の
間
島
村
か
ら
湊
願
い
が
出
さ
れ
た
の
に
対
し
、
本
郷

村
は
古
来
の
由
緒
を
述
べ
、
間
島
村
の
願
い
を
取
り
上
げ
る
こ
と
な
く
本
郷
村
の
湊
を

取
り
立
て
て
く
れ
る
よ
う
知
行
主
や
名
古
屋
役
所
へ
願
い
出
ま
し
た
。 

○
そ
の
結
果
、
間
島
村
の
願
い
は
退
け
ら
れ
、
本
郷
湊
が
認
め
ら
れ
て
奉
行
所
よ
り
書
状

二
通
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

 

【
語
句
の
説
明
】 

 

「
頃
日
（
け
い
じ
つ
）
」
…
近
ご
ろ
。 

「
比
（
こ
ろ
）
」
…
頃
。 

「
令
着
船
」
…
着
船

せ
し
め
（
さ
せ
）。 

「
美
濃
路
」
…
東
海
道
と
中
仙
道
を
結
ぶ
脇
往
還
。
熱
田
宿
か
ら
名

古
屋
・
清
洲
・
稲
葉
・
萩
原
・
起
・
墨
俣
・
大
垣
を
経
て
垂
井
宿
に
達
す
る
。 

「
右
村
」

…
本
郷
村
を
指
す
。 

「
吟
味
」
…
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
。 

「
由
」
…
事
柄
の
内
容
。

事
情
。
次
第
。 

「
指
障
・
差
障
（
さ
し
さ
わ
り
）」
…
障
害
。
差
し
支
え
。 

「
了
簡
（
り

ょ
う
け
ん
）」
…
思
案
。
と
り
は
か
ら
い
。 

「
運
上
金
」
…
既
出
。 

「
趣
」
…
事
柄
の

大
事
な
内
容
。
伝
え
た
い
事
柄
。
趣
旨
。 

「
旨
」
…
事
の
趣
。
趣
意
。 

「
国
奉
行
」

…
尾
張
藩
の
職
名
。
領
国
支
配
を
担
当
し
た
重
職
。
国
奉
行
の
下
に
郡
奉
行
と
代
官
が
属

し
た
。 

 

イ 

資
料
②
の
３
「
書
付
」（
元
文
四
年
・
一
七
三
九
） 

○
資
料
②
の
２
と
ほ
ぼ
同
内
容
。
昨
冬
（
元
文
三
年
）、
従
来
通
り
本
郷
湊
へ
の
着
船
を
認

め
た
こ
と
に
関
し
、
隣
村
（
間
島
村
）
か
ら
の
湊
願
い
を
差
し
戻
し
た
こ
と
を
本
郷
村

庄
屋
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

○
国
奉
行
衆
が
決
定
を
郡
奉
行
所
に
伝
え
、
郡
奉
行
所
が
奥
書
を
添
え
て
村
に
伝
え
る
形

を
と
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
語
句
の
説
明
】 

 

「
諸
荷
物
」
…
②
の
２
で
は
「
商
荷
物
」。 

「
役
船
」
…
②
の
２
で
は
「
渡
船
之
御
用
」。 

「
相
～
」
…
動
詞
に
冠
し
て
語
勢
を
添
え
語
調
を
整
え
、
改
ま
っ
た
意
を
添
え
る
接
頭
語
。 

「
往
古
」
…
遠
い
過
去
。
大
昔
。 

「
間
」
…
～
ゆ
え
。
～
の
で
。 

「
達
」
…
伝
え
る
。 

「
去
冬
申
付
」
…
元
文
三
年
十
一
月
十
三
日
の
書
付
の
内
容
を
指
す
。 

「
隣
村
」
…
間

島
村
。
元
文
二
年
、
湊
願
い
を
提
出
。 

「
彼
是
」
…
と
や
か
く
。
何
や
か
や
。
あ
れ
こ

れ
。 

「
旁
（
か
た
が
た
）
」
…
い
ず
れ
に
し
て
も
。
ど
の
み
ち
。
（
他
に
、
い
ろ
い
ろ
。

つ
い
で
に
。
併
せ
て
。
か
ね
て
。） 

「
埴
原
（
は
い
ば
ら
）
」
…
尾
張
藩
重
臣
の
家
。 

「
未
」

…
元
文
四
年
（
己
未
）
を
指
す
。 

 


